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CLINICAL EFFECT OF PPC FOR THE PALLIATIVE TREATMENT 
        OF BENIGN PROSTATIC HYPERTROPHY 
 Joji ISHIGAMI and Kiyoteru KURODA 
 From the Department of Urology, Kobe University School of Medicine 
                   (Chairman: Prof. J. Ishigami, M. D.)
   The palliative treatment of prostatic hypertrophy with PPC* has been reported by Feinblatt 
and Gant (1958),  Damrau (1962), Shiga et al. (1968) and Yamanouchi et al. (1968). 
   Our special attention was directed to clinical value of PPC, and PPC was tried on 32 cases 
diagnosed as benign prostatic hypertrophy. 
   For diagnosis and evaluation of the effect, rectal examination, urethrocystogram and cystoscopy 
were performed besides the routine clinical examinations. In addition, the flow meter examina-
tion was done for some of the cases. 
   The effect of PPC oral administration  was  as  follows  :
   (1) Effect on the improvement of subjective symptoms 
       Urinary  frequency7reduced  : 77.7 % 
       Nocturia relieved : 68.4 % 
       Difficulty on urination relieved : 77.3 % 
       Feeling of residual urine relieved : 71.4 % 
   (2) Effect on the improvement of objective symptom 
       Volume of residual urine reduced (completely) : 80.0 % 
   (3) Effectiveness of PPC with flow meter examination was observed in some cases. 
   (4) Side effect was observed only in one case and was relieved with the administration of 
a gastrointestinal drug.
   * PPC is prepared in a capsule containing 410 mg of a mixture of glycine (amino acetic acid), 















果を あげて も,各 種副作用 は避け られず,副 作
用な く対症的に効果 のある保存 的療 法 の開発 が
泌尿器科医に とっ て望 ま浪 る ところで ある.
最近われわれは前立腺肥大症 に対 して非ホル
モソ製剤 として開発 されたPPCを 日研化学K.
K.より提 供を うけ,本 症患者 に使 用 し,一 部症
例に対 しては投与前後 のuroflometry(尿流量
抵抗)を 観察 す る機 会 を えたので ここに報告
する.
PPCは1カ プセル中 にL一 グル タ ミン酸,L一
アラ景ン,お よび ア ミノ酷 酸の混合物 を410mg
含むカプセル剤で ある.
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氏 名 年令 自 覚 症






























































































































































代 表 的 症 例






















主 訴:頻 尿,排 尿 困難.
現 病 歴=約2カ 月来,頻 尿,排 尿 困 難 を訴 えて い た
が 業 医 の紹 介 に て来 院 した.
泌 尿 器 科 的所 見:尿 は 淡 黄 色,軽 度 混濁,蛋 白(+)
沈 渣 に て 赤 血球(+),白 血 球(什),大 腸 菌(+),
上 皮 細 胞(+).残 尿50ml.前 立 腺 は 鶏 卵 大 で弾 性
軟,表 面 は 平滑.IVPに て 腎 に 異常 を認 め ず,尿 道 膀
胱 造 影 に て尿 道 前 立 腺 部 の延 長 を認 め た,
治 療 経 過:PPC1回2錠1日3回,28日 間 投 与 す
るに昼 間頻 尿 は 改 善 さ れ たが,夜 間 頻 尿は 改 善 され な
か った.直 腸 診 に て 前立 腺 縮 少 を 認 め,残 尿 も消 失 し
た.副 作 用 は な い.
fiowmeter検査所 見:Fig.2,Table6のご と く残
尿 消失,peakflowrate増量,peakflowpressureの





















































主 訴:排 尿 困難,残 尿 感.
現 病歴:約10カ 月 来,排 尿 困 難 ・頻 尿 ・残 尿 感 が あ
った が放 置 して い た,2週 間 前 よ り排尿 困難 が 強 くな
り当 科 を受 診 した.
泌 尿 器科 的 所 見1尿 は淡 黄 色清 澄,蛋 白(一),沈
渣 に て 赤血 球(一),白 血 球(+),上 皮(一),細 菌
(一),前立 腺 は 超 鶏 卵 大 で弾 性 や や 硬,表 面 平 滑.残
尿150mL尿 道 膀胱 造 影 に て 前 立 腺肥 大 症 と診 断 し
た,
治 療 経 過:PPC1圓2錠1日3回,28日 間 投 与 す
る に残 尿Om1と な り,残 尿 感 消失 し排 尿 困 難 は やや
軽快 し た.副 作 用は 認 め な か った.
flowmeter検査所 見lFig.3,Table7に示 す ご と
く,残 尿 消 失,peakflowrateの増 量,peakflow
pressureの低 下,averageflowrateの増 量,尿 道 抵
抗因子の低下をみたが,投 与後の値はまだ正常値にく
らべ高値を示し,わ ずかしか 効果を示 していないの
で,そ の後10日目に前立腺摘出術を施行した.
症 例28Z.K.,74才
主 訴:排 尿 困 難,頻 尿.
現 病歴:約3年 来,頻 尿,排 尿 困 難 を 訴 えて い た
が,血 尿が 出 た ので 受 診 した,受 診 時排 尿痛 を 訴 え て
い た.
泌 尿器 科 的 所 見:尿 は 黄 褐 色,混 濁,蛋 白(一),
沈 溢 に て赤 血 球(一),白 血 球(朴),大 腸 菌(+),
前立 腺 は 鶏 卵 大 で 弾 性 軟,表 面 平滑,尿 道 膀 胱 造 影 に
て 前立 腺 肥 大 症 と診 断 す る.
治 療 経 過lPPC1回2錠1日3回,14日 間 投 与す
るに排 尿 困 難 は 軽 快 した が,頻 尿 に 改善 が み られ な か
った.残 尿 量 は450m1-・50mlと著 明に 減 少 して い
た,副 作 用 な し.
fiowmeter検査 所 見;Fig.4,Table8のご と く残







































































前立腺肥大症患者32例にPPCを 投 与 し次の
結果 をえた.
1)自覚症状 と しては頻尿 は78.9%,夜間頻
尿 は68.4%,排尿 困難 は77.3%,残尿感 は71.4
%に 改善が み られた.
他覚症状 として残尿量 をみるに80%以上 に消
失 も しくは改善がみ られ た.
2)且owmeter検査 にて他 覚的にPPCの 有
効性 を認 めた.
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Fig.5多 用 途 監 視記 録 装 置Fig・6Flowmeter部 分 図(男 性 用)
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